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                審議会等会議録          （敬称略） 

会議の名称 令和３年度第１回加須市在宅医療・介護連携推進委員会（書面審議） 

開催日時 

【書面審議通知日】 

令和３年１０月１３日（水） 

【議決日（書面決議書提出期限日）】 

令和３年１０月２７日（水） 

開催場所 － 

議長氏名 福島祐一 

出席委員 

【書面審議を通知した委員】 

加藤誠、福島祐一、武正寿明、湯橋崇幸、川俣和美、篠﨑浩之、 

松村卓哉、増田幸樹、石川誠一、渡邉英治、青木吉次、石川雄一、

平井喜一朗、尾髙幸江、小谷野優子、木村美喜、野呂牧人、 

中島謙悟、太野貴宏、中村未央、橋本将来、田﨑博己、田沼佐知子、

佐藤政代、渡辺正男、栗原智之、国分菜穂子、増田英夫、但木則夫 

欠席委員 － 

会議次第 

１ 報告事項 

 （１）北埼玉在宅医療連携室における相談支援業務の実施状況に

ついて（平成２７年９月１日～令和３年３月３１日） 

 （２）認知症初期集中支援チームの活動状況等について 

 （３）若年者ターミナルケア支援事業について 

 （４）北彩あんしんリング運用ポリシーの一部改訂について 

 （５）新型コロナウイルスワクチンの接種状況等について 

２ 審議事項 

 （１）在宅医療・介護連携推進事業の令和２年度実績報告及び令

和３年度・令和４年度事業計画（案）について 

 （２）後期高齢者の生活習慣病重症化予防に関する受診勧奨項目

の基準について 

会議資料の名称 

資料１ 北埼玉在宅医療連携室における相談支援業務の実施状況に

ついて（平成２７年９月１日～令和３年３月３１日） 

資料２ 認知症初期集中支援チームの活動状況等について 

資料３ 若年者ターミナルケア支援事業について 

資料４ 北彩あんしんリング運用ポリシーの一部改訂について 

資料５ 新型コロナウイルスワクチンの接種状況等について 

資料６ 在宅医療・介護連携推進事業の令和２年度実績報告及び令

和３年度・令和４年度事業計画（案）について 

資料７ 後期高齢者の生活習慣病重症化予防に関する受診勧奨項目

の基準について 
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会議の公開又は 

非公開の別 
公開 

傍聴者の数 － 

説明者の職・氏名 

（書面回答対応者） 

福祉部高齢介護課長 山岸弘通、同課主幹 斉藤将宏、同課主査 萩原

宏和 

健康医療部いきいき健康長寿課長 荒井幸子、同課主幹 栗原香 

事務局職員職・氏名 同上 

会議録の作成方法 要点記録 

その他必要な事項 なし 

  



3 

 

発言者 会議の内容(発言内容、審議経過、決定事項等) 

 １ 報告事項 

 【書面による意見等】 

国分菜穂子委員 加須市の在宅医療・介護の領域で栄養分野のサポートをどのような形

で進めていくのか。また、資源の確認などをする必要性を感じる。難し

い部分ではあるが、検討する機会があればと思う。 

事務局回答 加須市自立支援型地域ケア会議における個別事例の検討の中でも、低

栄養状態の高齢者は多く、在宅で生活する高齢者の栄養状態の改善への

取組が地域課題の一つであると認識しています。 

例えば、医師とケアマネジャーの円滑な情報共有、連携方法など、在

宅医療・介護連携の視点からの検討が必要な課題がある場合は、本委員

会で協議し、提案、意見等を頂きたいと考えております。 

 ２ 審議事項 

 （１）在宅医療・介護連携推進事業の令和２年度実績報告及び令和３年

度・令和４年度事業計画（案）について 

 【審議結果】 

 承認する：２９人  承認しない：０人 

 【書面による意見等】 

石川雄一委員 日常の療養支援の課題として介護職員の知識不足が挙げられている

が、家族等に対する研修についても在宅医療や地域共生社会を勘案する

と検討していく必要があると思われる。 

事務局回答 家族等の介護者に対しては、介護に関する知識や技術の普及啓発を図

るため、高齢者相談センターと連携し、高齢者の自宅を訪問するなどし

て、助言や情報提供を行っています。 

また、令和４年度においては、市民への一層の普及啓発を図るため、

在宅医療・介護に関する講演会の開催を検討してまいります。 

渡辺正男委員 「とねっと」の普及啓発（参加者増）に当たっては、「とねっと」が、

どのように活用されているかについて、市民に具体的に周知することが

必要と考えている。 

そこで、活用の好事例（救急等）については、令和３年度から、「と

ねっと」のホームページで積極的に提供している。 

一方、患者のアレルギー、処方、検査値等の医療情報を中核病院、検

査施設、調剤薬局からデータを自動収集する際には、紐付け者を増やさ

なければならない。 

こういう一体としての周知活動を展開中である。 

 （２）後期高齢者の生活習慣病重症化予防に関する受診勧奨項目の基準

について 
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  【審議結果】 

  承認する：２８人  承認しない：１人 

  【書面による意見等】 

国分菜穂子委員 血清アルブミンを検査項目に入れて頂き、栄養状態を判断する指標と

したい。 

事務局回答  血清アルブミン検査につきましては、高齢者の栄養状態の指標として

フレイル予防の取組への活用を検討し、令和４年度から後期高齢者健康

診査の検査項目に追加できるよう、調整してまいります。 

会議の内容に相違ないことを証するため、ここに署名します。 

 令和３年１１月１２日 

              署名                     

 

 


